
守
山
警
察
署
管
内
で
は
、

こ
と
し
に
入
り
自
動
車
盗
難

被
害
が
二
十
件
（
令
和
四
年

五
月
末
暫
定
値
）
発
生
し
て

お
り
、
昨
年
同
時
期
の
二
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
五
月
だ
け
で
十
三
件

の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

今
後
も
増
加
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
目
に
見
え
る
防

犯
対
策
が
重
要
で
す
。

〈
い
ま
す
ぐ
対
策
を
！
〉

▽
ハ
ン
ド
ル
固
定
装
置
や

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
目
に

見
え
る
複
数
の
盗
難
防
止
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き

ま
し
ょ
う
。

▽
照
明
設
備
が
整
え
ら

れ
、
明
る
く
管
理
さ
れ
た
駐

車
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
鍵
は
ス
ペ
ア
キ
ー
も
含

め
、
電
波
を
減
衰
さ
せ
る
ブ

リ
キ
な
ど
の
容
器
で
保
管

し
、
玄
関
先
に
安
易
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗

難
防
止
ね
じ
を
取
り
付
け
ま

し
ょ
う
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

愛
知
県
警
察
に
提
供
さ
れ

た
自
動
車
関
連
窃
盗
な
ど
の

情
報
が
犯
人
検
挙
に
結
び
つ

い
た
場
合
、
情
報
提
供
者
に

報
奨
金
が
支
払
わ
れ
る
「
自

動
車
関
連
窃
盗
情
報
報
奨
金

制
度
」
を
実
施
中
。

自
動
車
盗
に
か
か
る
情
報

は
十
万
円
、
そ
の
他
の
自
動

車
関
連
窃
盗
に
か
か
る
情
報

は
一
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す

（
一
定
条
件
・
上
限
あ
り
）
。

不
審
者
・
不
審
車
を
見
た

ら
迷
わ
ず
１
１
０
番
!!

自
動
車
盗
難
被
害
が
多
発
中
！

稲
葉

伊
織
く
ん
（
い
な
ば
・
い
お
り
）

２
０
２
１
・
６
・
17
生
ま
れ
＝
森
孝
東
２
＝

▽
こ
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
あ
な
た

は
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
☆

山
森

仁
心
ち
ゃ
ん
（
や
ま
も
り
・
に
こ
）

２
０
２
１
・
11
・
10
生
ま
れ
＝
川
村
町
＝

▽
ず
っ
と
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
に
こ
で
い
て

ね
♡本

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し

て
く
れ
る
お
子
さ
ん
（
応

募
時
点
で
２
歳
未
満
の

方
）
を
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
。
さ
さ
や
か
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。応

募
は
メ
ー
ル
、
ま
た

は
郵
送
で
。
メ
ー
ル
は
件

名
に
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
、
本
文
に
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性
別

④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
携
帯
の

絵
文
字
は
使
用
不
可
）
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
、
本
人

１
人
で
写
っ
て
い
る
写
真

デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝m-

homenews@gctv.ne.jp

＝
へ
。

郵
送
は
写
真
（
返
却
は

い
た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
か
ら
⑧
を

明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
廿
軒
家
12
の

18
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
。

画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
な
ど

受
け
付
け
順
に　
　
　
　
　
　

全
て
の
方
を
紹
介
し
ま
す
！

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

無
農
薬
・
手
作
業
に
よ
る
米

作
り
と
環
境
問
題
に
つ
い
て
学

ぶ
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
が
、
こ
と

し
も
〝
始
業
〞
し
た
。
先
月
十
二

日
に
は
竜
泉
寺
二
地
内
の
田
ん

ぼ
で
田
植
え
が
催
さ
れ
、
約
五

十
人
が
集
ま
っ
た
。

市
内
河
川
の
動
植
物
保
護
や

調
査
研
究
を
長
年
行
っ
て
い
る

「
名
古
屋
市
水
辺
研
究
会
」

（
國
村
恵
子
代
表
）
が

主
催
。
地
域
の
人
に
休

耕
田
を
借
り
て
手
入
れ

す
る
こ
と
か
ら
始
め
、

二
〇
〇
七
年
四
月
に
開

校
し
た
。

一
二
年
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
前
ま
で
は
小
幡
北
小

の
五
年
生
も
毎
年
加
わ

り
、
計
五
百
人
ほ
ど
が

米
作
り
の
一
年
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
は

無
農
薬
状
態
が
百
三
十

◇
令
和
４
年
度
守
山
区
女
性

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
六
月
五

日
、
守
山
区
仮
設
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
）

金
屋
フ
ァ
ミ
リ
ー
７
―
０
オ

ー
ル
フ
レ
ン
ズ
、
レ
モ
ン
テ
ィ

ー
ズ
６
―
１
フ
ラ
ワ
ー
ズ

〈
決
勝
〉
金
屋
フ
ァ
ミ
リ
ー

４
―
２
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

◇
令
和
４
年
度
守
山
区
Ｏ
Ｂ

軟
式
野
球
大
会
（
六
月
五
日
、

小
幡
緑
地
西
園
野
球
場
）

志
段
味
東
７
―
１
苗
代
、
志

段
味
東
９
―
８
瀬
古

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

◇
令
和
４
年
度
守
山
区
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
（
六
月
十
九
日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
第
２
競
技

場
）
＝
中
日
新
聞
社
後
援

▽
混
合
の
部
優
勝

瀬
古

年
以
上
保
た
れ
て
お
り
、
ニ
ホ

ン
ア
カ
ガ
エ
ル
や
サ
ラ
サ
ヤ
ン

マ
と
い
っ
た
絶
滅
危
惧
種
が
約

六
十
種
生
息
し
て
い
る
。

こ
と
し
の
田
植
え
に
は
会
員

の
ほ
か
、
白
沢
学
区
が
拠
点
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
名
古
屋
第
82

団
ビ
ー
バ
ー
隊
も
参
加
。
苗
束

を
投
げ
て
配
る
人
や
、
目
印
と

な
る
縄
を
張
る
人
な
ど
み
ん
な

で
協
力
し
、
収
穫
量
が
多
く
て

暑
さ
に
強
い
品
種
「
に
こ
ま

る
」
を
手
植
え
し
た
。

今
後
は
会
員
有
志
で
水
の
管

理
や
除
草
作
業
を
続
け
、
十
月

下
旬
に
稲
刈
り
を
行
う
予
定
。

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
へ
の
参
加

方
法
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
同
会

事
務
局
＝
☎
０
５
２
（
７
９

５
）
８
９
３
２
＝
へ
。

「
守
山
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
給

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
行
っ
て

い
る
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝
小

幡
南
一
＝
で
は
、
配
食
に
関
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
。

「
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
一
回
の
体
験
だ
け
で
も
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

一
九
七
六
年
に
始
ま
っ
た
事

業
で
、
市
内
で
は
守
山
区
だ
け

が
実
施
。
現
在
は
約
三
百
五
十

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
、

配
食
と
見
守
り
を
通
じ
て
、
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
ら
の
安
心

や
安
全
を
担
っ
て
い
る
。

大
ま
か
な
活
動
内
容
は
、
弁

当
会
社
で
仕
分
け
・
積
み
込

み
、
各
学
区
の
拠
点
で
受
け
取

り
、
利
用
者
へ
配
達
な
ど
。
そ

れ
ぞ
れ
分
業
化
さ
れ
、
不
足
し

て
い
る
の
は
「
運
転
」
「
添
乗

（
補
助
）
」
「
仕
分
け
」
に
携

わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

ま
た
活
動
は
火
・
水
・
木
曜

の
う
ち
（
基
本
）
週
一
回
か
月

一
回
、
午
前
八
時
過
ぎ
か
ら

一
、
二
時
間
程
度
。
※
担
当
の

守
山
区
の
豊
か
な
自
然
に
親

し
も
う
―
。
守
山
自
然
ふ
れ
あ

い
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
（
事

務
局
・
区
役
所
地
域
力
推
進

室
）
は
、
本
年
度
も
「
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
。
期
間
は

来
年
三
月
ま
で
で
、
多
数
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

同
ス
ク
ー
ル
は
、
区
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
動
し
て
い

る
自
然
環
境
保
全
団
体
が
集
ま

り
構
成
。
ま
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
は
、
各
団
体
が
催
す
観
察
会

な
ど
へ
の
参
加
で
ス
タ
ン
プ
が

も
ら
え
、
二
団
体
以
上
で
五
個

集
め
た
人
に
は
記
念
品
（
オ
リ

ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
る
と
い
う
も
の
。

対
象
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
主
催
団
体
な
ど
が
分
か

る
チ
ラ
シ
兼
ス
タ
ン
プ
台
紙
＝

写
真
＝
は
区
役
所
で
配
布
中
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
る
。

記
念
品
の
引

き
換
え
は
先
着

◇
お
は
な
し
で
あ
そ
ぼ
う

27
日
（
水
）
前
10
・
30
―

11
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ハ
ー

ト
の
会
」
に
よ
る
、
絵
本
や
紙

芝
居
で
の
お
話
し
遊
び
。
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

◇
守
山
に
こ
に
こ
福
祉
マ
ル

シ
ェ
２
０
２
２

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ

ｒ
８
月
３
日
（
水
）
前
10
―
後

３
、
ア
ク
ロ
ス
小
幡
（
一
階
か

ら
三
階
の
一
部
）
。
※
問
い
合

わ
せ
は
守
山
区
社
会
福
祉
協
議

会
☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０

１
１
。
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た

授
産
製
品
販
売
の
機
会
を
つ
く

り
、
応
援
し
よ
う
と
す
る
催

し
。
生
活
雑
貨
や
木
の
お
も
ち

ゃ
、
焼
き
菓
子
な
ど
、
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
が
作
っ
た
商
品

を
値
打
ち
に
。
一
般
対
象
。

◇
守
山
図
書
館
50
周
年
記
念

「
と
し
ょ
か
ん
＆
コ
メ
デ
ィ
ー

探
検
隊
」
〜
金
城
学
院
大
学
の

学
生
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

〜
８
月
６
日
（
土
）
前
10
・
30

―
11
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
を
誰
で
も
楽
し
め

る
催
し
で
、
区
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
」

も
登
場
（
予
定
）
。
雨
天
時
は

室
内
実
施
の
た
め
、
参
加
者
多

数
の
場
合
は
入
場
制
限
も
あ
る

と
の
こ
と
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
夏
休
み
特
別
企
画
「
サ
ン

ド
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
！
サ
ン

ド
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
Ｋ

ｏ
ｈ
ｅ
ｉ
の
砂
物
語
」

８
月
14
日
（
日
）
①
前
10
―

②
後
１
―
③
後
３
・
30
―
、
体

感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
☎
０
５
２
（
７
３
９
）
０

５
２
０
。
歌
手
Ａ
Ｉ
（
ア
イ
）
さ

ん
の
代
表
曲
「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」

の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
に
サ

ン
ド
ア
ー
ト
映
像
を
提
供
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

で
活
躍
中
の
サ
ン
ド
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
Ｋ
ｏ
ｈ
ｅ
ｉ
さ
ん
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ほ
か
。
※

当
日
整
理
券
配
布
①
②
前
９

―
、
③
後
２
―
（
一
人
二
枚
ま

で
、
先
着
順
）
、
各
回
定
員
五

十
人
。
参
加
費
三
百
円

◇
子
ど
も
向
け
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
〜
認
知
症
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
〜

８
月
19
日
（
金
）
後
２
―
３

・
30
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
認

知
症
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
み
よ
う
と
す
る
内
容
で
。
講

師
は
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援

専
門
員
の
太
田
幸
恵
さ
ん
。
※

申
し
込
み
は
８
月
５
日
（
金
）

前
９
・
30
―
、
同
館
の
窓
口
ま

た
は
電
話
で
受
け
付
け
。
小
学

四
年
生
―
中
学
三
年
生
対
象

（
保
護
者
同
伴
可
）
、
先
着
二

十
四
人
。
無
料

内
容
・
場
所
に
よ
り
異
な
る
。

こ
と
し
四
月
か
ら
参
加
し
て

い
る
六
十
五
歳
の
男
性
は
、
や

り
が
い
に
つ
い
て
「
い
ろ
い
ろ

な
方
と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
、

人
生
の
勉
強
に
な
る
。
全
て
が

自
分
の
財
産
」
と
の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

同
協
議
会
＝
☎
０
５
２
（
７
５

８
）
２
０
１
１
＝
へ
。

二
百
人
で
、
来
年
五
月

ま
で
随
時
受
け
付
け

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同

事
務
局
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
２
４

＝
へ
。

　
　

◇　
　
　

◇

「
水
源
の
森
と
八
竜
湿
地
を

守
る
会
」
主
催
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
対
象
イ
ベ
ン
ト
に
も
な

っ
て
い
る
自
然
観
察
会
が
八
月

七
日
（
日
）
午
前
九
時
半
―
正

午
、
八
竜
緑
地
＝
大
森
八
龍
一

＝
で
開
か
れ
る
。

参
加
無
料
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
真
夏
の
八
竜
」
。
午
前
九

時
半
ま
で
に
守
山
環
境
事
業
所

＝
弁
天
が
丘
＝
前
へ
集
合
。
一

般
対
象
、
当
日
自
由
参
加
、
小

雨
決
行
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会

会
長
の
田
京
弘
一
さ
ん
＝
携
帯

０
８
０
―
６
９
０
１
―
１
８
８

２
＝
へ
。

お
知
ら
せ

こ
と
し
も「
田
ん
ぼ
の
学
校
」が
始
業

み
ん
な
で
役
割
分
担
し「
に
こ
ま
る
」を
手
植
え

生き物を見つけて喜ぶなど、
にぎやかな声が里山に響いた

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

区
社
協
が
「
一
回
の
体
験
だ
け
で
も
」
と
呼
び
か
け

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」を
開
催
中

守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

優勝の志段味東チーム

優勝の金屋ファミリー

優
勝
の
「
瀬
古
」
メ
ン

バ
ー
（
中
央
）
ら

「
仲
間
が
で
き
た
」
の
声
も
―
配

食
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

マルシェで販売する商品（一例）

２０２２年（令和４年）７月号 〔２〕




